
２０２３年度 和泉短期大学主催 

保育・福祉系の授業研究会 
 

家庭科教員のホンネから保育･教育現場との連携を考える 

～地域や社会に開かれた授業展開を目指して～ 
 

    講   師： 和泉短期大学児童福祉学科教授 松山洋平 

  話題提供: 本学広報渉外ユニット／家庭科授業研究推進担当／高校教員 横島佳子  

 

家庭科・社会科・総合学習科目等を担当する先生方との研究会を下記の日程で開催いたします。 

昨年度より、地域ニーズにより一層応えるべく就学前保育施設（幼稚園・保育所・認定こども園等）と、中

学校・小学校との先生方との連携も視野に入れ、本学の保育・福祉の専門的知見と共に研修を進めていま

す。 

今回は高等学校の家庭科の実際についての話題提供を基にして、社会資源との連携の方法やその授業

展開について、皆様と共に考えて参りたいと思います。当日はオープニングアクトとして城山高校のひま

わりクラブの生徒さんが登場して下さる予定です。 

 関心のある多くの先生方の出席をお待ちしています。 

  

  日   時： 202３年 ７月 ２５日 (火) 1５:２0～１７:２0 

  会   場： 和泉短期大学 1号館 

  申し込み： 2023年7月21日 （金）までに 
QRコードを読み込み、Google Forms (アンケートフォーム)でご出席の有無をご入力の上、
ご回答をお願い申し上げます。ご不明な点や、期日以降のお申し込みの場合は、本学までお電
話くださいますようよろしくお願い申し上げます。  

お問い合わせ先 和泉短期大学 広報渉外ユニット 
神奈川県相模原市中央区青葉２-２-１ 

TEL 042-754-1133  FAX 042-753-2087 
 

 

本研究会は高等学校長との教育研究会において共有された“高校での学びの発展のための連携”及び“高校生のキャリ

ア形成のための連携”の必要性から開催し、 16 回目を迎えます。 

 昨年度実施 

2022 年６月 保育現場での体験授業実施の方法について ～事前・事後学習を含めた現場との連携を考える～ 
          事例提案: 社会福祉法人蒼生会 認定こども園モモ 園長 神尾美香子先生 
2022 年８月 「保育現場との連携の方法について」 ～地域に開かれた教育を支える連携の在り方を考える～ 
            事例提案:  RISSHO KID’S きらり・分園ポピー 園長 三上 祐里枝先生 

              

 

【大学無料スクールバス】行きのみ        

 

 
相模大野駅発（市営駐車場1F） 14：35 淵野辺駅南口発 14：50 

https://docs.google.com/forms/d/1OnKrzmpqDfBIlzCmTlshWVDofoleYdF2b9INH0_Zlw4/edit 


